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グローバルマインドセットとしての海外スタディツアー 

― 「韓国ジョイントスタディツアー」参加者への定量・定性調査より ― 

 

荒川裕紀* 

 

Overseas Study Tour for Fostering Global Mindsets among KOSEN Students 

-from Quantitative and Qualitative Surveys of the “Korea Joint Study Tour” - 
 

ARAKAWA Hironori 
 

ABSTRACT 
 

This report describes the “Korea Joint Study Tour” offered mainly to first year students at Akashi 
KOSEN. The following three points will be clarified based on the results of surveys implemented to 
program participants. The first is the specific needs of “study tours” at KOSEN. The second is the 
change in the participants’ mindsets. The third is the most effective “study tour” approach in fostering 
the mindset of students. The survey results reveal that in terms of students’ reasons for participating in 
the program, the largest percentage wished to first of all get to know people and to make lasting 
friendships. After the program, they came to realize the importance of talking to each other and 
creating networks for their future. Furthermore, follow-ups of graduates’ reveal that many of them have 
again gone abroad. These results imply that the study tour had functioned as startups towards becoming 
global engineers. Based on these analyses, we found that the "study tour" had strong impacts on 
students. We believe that the study tour for first year students with the aim of fostering global mindsets 
and providing the experience of cooperating with foreign students abroad might be the best approach 
towards nurturing global engineers. 
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１．はじめに 
韓国ジョイントスタディツアーとは、毎年 3 月に北

九州高専と明石高専の2つの高専から各10名程度を選

抜し、首都ソウル、中部の全州に滞在し、最終的に南

部の釜山までを約１週間かけて縦断し、研修旅行を行

うものである。対象学年は主に 1年生から 3年生（15
歳から 18歳）までとし、低学年対象のスタディツアー

としている点に特徴がある。 
*一般科目 

このツアーでは、韓国と日本との交流の歴史や文化

を現地にて学ぶこともテーマの一部であるが、一番の

目的は、北九州高専の協定校である全北大学校の学生

との交流を通じてのグローバルマインドセットである。

後述するが、実はこの学生交流はツアー設立当初の

2012年においては、主プログラムとしては考えられて

いなかった。しかし 2013 年度以降、この交流こそが

主プログラムとなり、現在に至っている。 
本報告者が 2017 年に明石高専に異動した後に、北
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九州高専に韓国近代史専門の大熊智之氏が着任した。

彼とともに協力し、明石高専と北九州高専の 2 校合同

でのスタディツアーとして恒例化させた。現在までに、

100名近くの学生が体験したツアーである。（写真 1） 
まず次項において、当スタディツアー設立の経緯に

ついて述べる。 
 

 
写真1: 2018年度韓国ジョイントスタディツアー 

 
2．スタディツアー設立の経緯 

北九州高専と全北大学校とは、長年学術交流校協定

を結ぶ間柄であったが、2010年に改めて詳細な覚書を

更新することとなり、それに則り実際の人的交流が再

開されることとなった。その一環として 2011年より催

行されたのが、北九州高専の学生の全北大学校訪問プ

ログラムであった。これは、学術交流に基づき、主に

北九州高専の学生が当大学の研究室を訪問するもので

あった。 
専門学科で習う学問が世界でどのように活かされて

いるのかを見聞するという意味において、専門教科が

多くなる高学年や専攻科にとっては学びの多いプログ

ラムであると言えた。2012 年 3月、その学生引率とし

て全州を訪れた本報告者は、当時の参加者の大半が専

門学科の履修がまだ少ない低学年の学生であったこと

から、研究室訪問以外に、学生交流などができないだ

ろうかという要望を、韓国側のコーディネーターに相

談したのである。幸運なことに、このコーディネータ

ーであった鄭煕轍（ジョン・ヒチョル）氏は、前年度

まで全北大学校の職員を務めており、同大学日本語研

究会の OB であった。その関係から日本語や日本文化

が好きな現役学生を多く知っており、2012年のツアー

においてもスケジュール外ではあるが、学生交流実施

の話がまとまりだしたのである。特に幸運だったのは、

この相談をもちかけた際の帰り際に、当時の日本語研

究会の部長が「偶然」通りかかったことであった。こ

の「出会い」によって、話が急速にまとまり、相談を

した翌日には、学生同士の交流が急遽実現する運びと

なった。 
この偶然は、研究室訪問でしかなかった当時のツア

ーに大きな変化をもたらした。引率した北九州高専の

学生の表情には生気がみなぎり、韓国側の学生にとっ

ても突然ではあったが、非常に楽しい時間を過ごすこ

ととなったのである。わずか数時間の出会いであった

にも関わらず、別れ際に北九州高専の一学生が別れを

惜しみ突如泣き出すという「事件」まで起き、結果的

には大成功を収めたのである。（写真 2） 
 

 
写真2：2012年3月、偶然より生まれた学生交流 

 
 この時の「偶然の成功」に動かされた北九州高専の

教員は、次年度からは、学生交流を重きに置くスタデ

ィツアーを希求し、その実施に力を傾けていくことと

なった。カウンターパートである全北大学校や鄭煕轍

氏も同じような思いを抱き、一致協力して、2013年 3
月からは少しずつ学生交流を重視したスタディツアー

へと変容させていった。 
この交流は、日本側だけではなく、全北大学校の日

本語研究会の学生たちにとっても大いに刺激的だった

ようである。当時の学生のブログには、日韓の学生が

楽しんでいる写真（写真 3）とともに、以下のような

キャプションが添えられていた。 
「아아..이게 벌써 어제의 일이라니.어째서 즐거운 일은 이리도 

빨리 지나가나.」（意訳「ああ・・・ これがすでに昨日の

こととは。どうして楽しいことはこうもはやく過ぎ去

ってしまうのか。」） 
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写真3：日韓学生の交流に重きを置き始めた2013年 

 
交流を通じて韓国のことをたくさん知りたい北九州

高専の学生と、日本のことを知りたい全北大学校の学

生とが出会いによって、大いに反応した瞬間が垣間見

える。学生交流に大きく舵を切ったことよって、紆余

曲折がありながらも、以来 7 年以上このツアーを続け

ることが出来た。2018年 3月からは、先述した本報告

者の明石高専への異動もあって、日本の 2 高専の学生

と、韓国の大学生、そして相互の教員やスタッフが交

わる、「互恵的なスタディツアー」となりつつある。 

現在 3 月下旬に実施しているスタディツアーの行程

は、次のようなものである。1 日目に首都ソウルでの

巡検、2 日目からは全州入りし、工学関連施設の見学

（2018年度は、韓国での国家戦略製品と位置付けられ

ている炭素繊維の研究機関である韓国炭素融合技術院

を訪問）、大学・研究室訪問。講義（写真 4）や留学生

との交流も実施。4 日間を全州で過ごし、第二の都市

釜山に南下し、巡検後に帰国している。 
 

 
 

 

 

 

 

 

写真4：日本語学科の講義にて発表（2018年3月） 
 
この 7 年間で、受け身のツアーにならないように、

様々な教育学的手法も採り入れていった。一時、リピ

ーターの参加者が増加したこともあり、2016 年には、

数度参加した学生対象に「アドバンスコース」と銘打

って、全北大学校や同じく国立の全州教育大学校の学

生たちと、マインドマップ作りなどのアクティブラー

ニングの手法を用いて、社会問題を討論する問題探究

型プログラムの導入にも踏み切った（写真 5）。 
 

 
写真5：2016年アドバンスコース（於全州教育大学校） 

 
このアクティブラーニング導入を加えたアドバンス

コースの催行に関しては、教育的な効果も認められた

ために、これを契機として、3 月のスタディツアー自

体も少しずつPBL（Project Based Learning）的な要

素を含めることとなっていった。 
2019年3月のツアーでは工学系の教育でよく用いら

れる「アイディアソン（ideathon）」を導入し、ほぼ徹

夜で日韓の学生が課題に取り組むプログラムも導入し、

より密接な時間を双方が過ごすことに繋がった。更な

る交流につながるこのアイディアソンの詳細について

は、後述したい。 
 
3．当論考で明らかにしたい問題 

明石高専、北九州高専の双方にも、「語学力向上を主

とした海外研修」や「技能習熟を主とした海外研修」

は存在する。その中で、このツアーは、「低学年向け」

で、「語学習熟の場も存在するが、人間同士の付き合い

や文化や社会体験を重点とする」ことが特性である。

一見すると、目的の訴求力が他のツアーに比べて弱い。 
しかし興味深いことに、このスタディツアーは学生

たちにとって、低学年を中心に人気が高いのである。

特筆すべきはこのツアーを起点として「もっと世界に

出る学生」が多数生まれている現実がある。 
当論考において明らかにしたい問題は、①「学生た

ちは、この交流中心の短期間のスタディツアーにおい

て何を学び、どのような気付きをしているのか」②「彼

らのキャリアプラニングにどのように寄与しているの

か」である。 
 現在、日本の国際理解教育では、現地で社会問題や

歴史に触れ、現地の人々と交流する教育旅行の形態を

「スタディツアー」と呼称することが一般的となって

いる。教育学的な研究の潮流としては、①これらのツ

アーを通じて参加者がいかに変容したのかを調査・分

析する、②ツアーの対象となった地域がどのように変

容したのかを分析する、③これらのツアーを学校の履



明石工業高等専門学校研究紀要 第 62 号（令和 2年 2月） 

 

16 
 

修単位に加える場合にどのような評価を与えるのかを

考察する、という 3点がある。 
 上記に鑑みて、当論考に関して本報告者は、①「学

生における変容や、学生から見たこのツアーの利点・

ニーズ」を諸調査から分析した。 
特に、上記で挙げた、「なぜこのツアーが両校で人気

があり、このツアーの経験者が更なる世界への歩みを

進めるのか」に関して、諸調査手法を実施した上で、

考察を行った。 
加速度的にグローバル化が進む現在、日本の高等教

育の中においては、多様な文化を受容し、知識・技術

を創造的に活用できるグローバル人材の育成、グロー

バルコンピテンシーの涵養が期待されるようになって

いる。工学系大学でもその動きは非常に盛んであり、

例えば南日本に位置する工業系大学では、前記の能力

を持った工学者を「グローバルエンジニア」と規定し、

その養成を前面に押し出した教育改革、留学生の受け

入れ、そして海外協定校への学生派遣に力を入れてい

る（加藤 2019）。しかし、「グローバル人材」の語自体

に対する批判言説もあり、その教授法は、まだ確立さ

れているとは言えず、諸大学・高専・高校では諸言説

や取組の考察が行われ始めた過程にある。 
本報告者は、当論考を通じて一事例としての当スタ

ディツアーの紹介にとどまるのではなく、調査・分析

によって明らかとなった諸結果をグローバルエンジニ

ア教育全体の文脈の中で主張したいと考える。それに

よって、諸高専や各工業系学校においての海外研修を

実施する上での指針となり得る言説・方法論を本報告

者なりに提示したい。グローバルエンジニアの育成、

それに繋がるマインドセットを教育課程の中でいかに

学生たちに行わせるかという喫緊の課題に対してのス

タディツアー実施者からの提言としたい。 
Mansour Javidan らは、“The Global Mindset”

（2007）などの研究において、グローバル人材になる

ためのグローバルマインドセットに関して、（1）知的

資本（国際ビジネスに関する知識や学習能力）、（2）心

理的資本（人脈を築き、 異文化への寛容さと変化への

順応力）そして、（3）社会的資本（人々を束ね、文化

的伝統や職業上のバックグラウンド、政治的見解が異

なるステークホルダーに影響を与える能力）の 3 つの

要素が重要であるとしている。 
この 3つを細分化すると、（1）知的資本に関しては、

①グローバルビジネスの理解、②複雑性の認知、③コ
スモポリタン的な思考の 3 要素、（2）心理的資本に関

しては、①多様性への情熱、②冒険心、③自信の 3 要

素、そして（3）社会的資本に関しては、①異文化への

共感、②対人影響力、③外交的手腕の 3 要素であると

定義している。 
低学年対象の当ツアーの場合では、どの要素が涵養

できたのかについて考察する。その結果を踏まえ、当

プログラムがいかにグローバルマインドセットに寄与

してきたのかを明らかにしたい。 
 

4．調査手法 

調査手法としては、以下の 3点である。 
1 つ目は、定量調査である。2018 年・2019 年に参

加した約 50名を対象として、ウェブベースでのアンケ

ート調査を実施した。母数が少ないため、属性と動機・

感想のクロス検定は実施しなかったものの、自由記述

欄を多く増やしたことによって、彼らがどういったス

タディツアーを特に望んでいるのかを明らかにした。 
2 つ目は、定性調査である。具体的には、これまで

に参加した北九州高専学生へのインタビューと、2019
年 7 月中旬に明石高専で行った参加者（明石高専・全

北大学校）の振り返りで出された意見からの分析、そ

して参加者がツアー参加中とその直後に書き込んだブ

ログの文章からの分析である。この分析により、定量

調査の結果が補強されるとともに、更に詳細な低学年

向けのスタディツアーのニーズや彼らの気づきへと導

くことが出来た。 
3 つ目は、このツアーを経験した学生が、具体的に

どのような社会的な成長を遂げたのかという、数事例

のトレースを行った。このトレースによって、グロー

バルマインドセットとしてのスタディツアーの在り方

についての考察に繋げることが出来た。 
 
5．調査結果 

5.1定量調査 

2019 年の参加者 17 名中、14 名が回答。2018 年の

参加者 35名中、20名が回答した。 
質問項目は、属性の他、参加動機、渡航前の韓国に

対するイメージ、渡航後の韓国に対するイメージの変

化、各プログラムの満足度、スタディツアーを経て自

らの変化の気づき、改善点、そしてこのツアーを経験

することによって、どのような学生生活や将来を歩み

たいかに関するものである。 
 
①「参加動機に関して」 

5 点法を用いて、諸項目に対する質問を行った。特

に「強くそう思う」「そう思う」に集中して回答した項
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目としては、「まずは海外に出てみたかった」であった。 
2018年は「強くそう思う」14名、「そう思う」が 5名、

「どちらともいえない」が 1名という結果となり、 
2019年は「強くそう思う」が 12名、「そう思う」が 2
名という結果であった。 
その他、高い賛成を示した項目は、「韓国の伝統的な

文化に触れたかった」（2018年 70％、2019年 92.9％）、

「本場の韓国料理が食べたかった」（2018 年 70％、

2019年 92.9％）などがあり、韓国の文化に対する興味

が参加動機になっていることが分かる。 
2019 年の回答では、「韓国で友人を作りたかった」

（92.8％）、「違う国の若者と意見交換したかった」

（92.8％）に顕著な賛成を示している。 
 
②韓国に対する渡航前のイメージ 
①の回答結果にも関わらず、渡航前の韓国に対する

イメージは、自由回答項目からは、2018・2019 年と

も「反日の人が多そう」「日本と仲が悪い」「途上国」

など、総じてあまり良い印象を持ってないことが窺え

た。少数の回答者、特にK-Pop などの韓国大衆文化に

興味のある学生から、多少好意的な意見がみられる程

度であった。 
 
③「実際渡航してみて」の変容 
②の結果は良いイメージが少なかったが、渡航後、

そのイメージは一変している。2018 年は 85％が「イ

メージが大きく変わった（8名）・変わった（9名）」と

回答、2019年は 92.5％が同様に回答（各 6名・7名）

した。実際に経験・見聞することによって、イメージ

の変容があったと言えよう。 
自由論述形式の質問では、2018 年度参加者は、「日

本が大好きな学生が多かった」「優しい人が多かった」

「人情を感じた」「歴史的な問題と同時に考え方が似て

いて親近感がとても沸いた」と回答した。 
2019 年の回答においては、「大いに発展している国

であった」「日本人に友好的な韓国人の友人をたくさん

作れた」と好意的なものばかりであった。 
2019年の中で、本報告者が特に挙げたい自由回答は

次のものである。 
 
「確かにそこには政治的なものが生む心のキョリが

あった。しかしそれは報道されてきた事のほんの一

部にしかすぎず、それを全てとして捉えてしまって

いる自分がいることに気付かされた。両国の壁を乗

り越えようと、異文化を受け入れようとする人たち

の暖かさに触れることができ、自身の大きな成長に

なったと思う。」 
 

現地で実際に人の暖かさに触れ、画一的な情報ではな

く、多様性があることを確認した時、各人の持つステ

レオタイプは打破される。感覚が鋭い十代であればな

お、その衝撃は大きいに違いない。それを成長として

捉えられる柔軟さが、本学生にはある。国内外でこの

ような体験ができることこそ、グローバルエンジニア

として成長する段階では必須なのではないだろうか。 
 
④どのようなプログラムが効果的なのか 
ソウル・釜山・全州でのエクスカーション、学生交

流など様々なプログラムを実施したが、各年度におい

て人気があったのは、 
「学生大使による図書館訪問（2019 年そう思う

71.4％・強く思う 28.6％）」 
「全北大学留学生との交流会（2019年強く思う 71.4％、

そう思う 21.4％」 
「全北大学学生との食事会（2019 年強く思う 92.8％、

そう思う 7.1％・2018 年強く思う 70％、そう思うが

20％）」 
「日本語研究会との交流会（2019 年強く思う 85.7％、

そう思う 14.3％、2018 年強く思う 70％、そう思う

10％）」 
などである。90パーセント以上の満足度を示している

活動の全てが、現地の人と関わるプログラムであった。 
先述の通り、2019年度は、工学教育で多用されるア

イディアソンを導入した。テーマは、「全州市は韓国内

では観光都市として有名であるが、海外から観光客を

たくさん呼ぶためにいかなる工夫をすべきであるか」

というものであった。 
明石・北九州・全北の学生混成でチームを作り、1

日目は全州市の観光の現状を把握するため、チーム毎

に全州市内を実際に廻った。（写真 6） 
 

 
写真6：2019年実施の全州市内アイディアソン 
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その後ミーティングを実施し、この都市にどのよう

な需要と可能性があり、どのように工夫することによ

って更なる活性化が見込めるのかを提案させた。 
 

 
写真7：各班のアイディアソンの発表（2019年3月） 

 
言語的な障害があるものの、各チームで食事をとり、

いくつかの班は宿舎にしている韓屋村の民宿に戻って、

韓国学生とともに徹夜でプレゼンテーション資料を作

った。こうして、きわめて短期間のうちにチームビル

ディングをし、3 校の学生協働で活動し、全州最終日

のプレゼンテーションに臨んだのである。（写真 7） 
この班別活動の評価は、「とても良かった」が 78.6％、

「良かった」が 21.4％と、90％近くの学生たちの評価

が高いことが明らかになった。 
 
⑤これからの将来どのように活かしていくのか 
「スタディツアーを経て自身が大いに変化した」と

答えたのが、2019 年は 57.1％、「変化した」と答えた

のが 42.9％であった。 
2018年は「大いに変化した」との回答が 35％、「変

化した」と回答したのが 65％と。どちらの年度でも、

100％に近い高い数字となった。スタディツアーに参加

することによって、自らが変化したことをここまで高

い比率で自覚しているという、非常に興味深い結果と

なった。全体的な感想や、将来に向けての展望では様々

な自由回答が寄せられたが、ここでは、変容に関する

特に顕著な事例を 2つ挙げたい。 
 
「文化の違いがあったとしても根本的な相手に親切

にしたり喜んでもらいたいと思ったりする気持ちは

同じであると気づき、これから自分と全く異なる考

えや文化を持つ人と関わることがあるとしても変に

恐れることなく接していきたい。」 
 

低学年にて飛び出したことで、異文化への感覚が新鮮

である。同時に異文化に身を置いたことによって、自

分自身の環境についての気づきが起きている。 
 
「たくさんの人に出会い、新しい世界に触れる事で、

今まで知らなかった新しい自分の一面を知ることが

できた。私はまだ本当の私を知らないことに気付か

された。まだまだナニモノにだってなることができ

るのだと実感できた。」 
 
この記述から感じられることは、グローバルマインド

セットの 3 要素のうち、（2）心理的資本（自信）（3）
社会的資本（異文化への共感）の涵養に繋がっている

ことである。 
 
5.2定性調査 

定性調査においては、参加者へのインタビューと、7
月に全北大学校の日本語研究会の学生が明石高専を訪

問したことによって可能となった振り返り会、そして

スタディツアー中あるいは直後に参加者が記した「留

学ブログ」を中心に、質的な調査と分析を行った。  
 同時に、これまでの 7 年間の参加学生の進路先やそ

の後の留学に関して、私の知りうる限りでトレースを

行い、その提示も試みている。 
なお、①の L 君の事例に関しては、北九州高専一般

科目の大熊智之氏にインタビューを行っていただき、

そのインタビュー内容を文字化したものである。 
 

① L君の事例 
 L 君（2 年生）は、もともと海外志向が強い学生で

ある。国籍が韓国であり、中等教育まで民族学校に通

っていた。そのため、韓国語が不自由なく話せる。将

来的には英語圏への留学も視野に入れており、1 年次

において海外での英語研修に参加した、積極的な学生

である。その彼が、スタディツアーに参加したことに

よって、いかに変容したのか。「言語・コミュニケーシ

ョン」に関する気づきと「積極性」に関する語りを提

示し、考察する。 
 
「言葉が通じるコミュニケーションの楽しさ 
 以前に経験した海外での英語研修のときよりも何

倍も楽しかった。その理由は、言語に不自由しなか

ったからである。韓国人学生は日本語が話せ、自分

は韓国語が話せるため、言語的な苦労はなかった。

言葉が通じると国際交流がこんなにも楽しいのかと

いう発見があった。海外の学生と話すことの楽しさ

を知ったことで、①いまでは世界一周をしたいと思
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うくらい海外どこにでも行ってみたいと思うほど海

外志向が高まった。また②国際交流を楽しむために

言語の重要性が分かったことで、英語をもっと勉強

したいと思った。」 
 

 
写真8：「共食」で明石・北九州・全北の学生が交流 

 
韓国・朝鮮語によるイマージョン教育を日本にて受

けるという環境にいたことも大きいが、言語が通じる

環境に身を置いた（写真 8）ことによって、更なる海

外体験をしたいという気持ちが強く表れるのは、他学

生においても同様であった。その上、海外に出るため

に、言語的な障壁を自らで取り払わなければならない

とこの年代で考えることが出来ているのは、注目すべ

きであろう。 

 
「プレゼンテーションの成功体験 

  以前の海外プログラムでも発表する機会があった

が、自分は他の人にまかせることしかできなかった。

スタディツアーで学生を前に行った 2 回のプレゼン

テーションがうまくいったことで自信を得た。出発

前に、1 年生に向けて海外留学経験を発表してほし

いという依頼を受けていたがそのときは引き受ける

か迷った。スタディツアーでのプレゼンを経験した

ことで、帰国後に再度依頼を受けたときは、こころ

よくやろうと思った。実際に 1年生 200人の前で発

表してうまくできた。」 
 
帰国後の経験が含まれているが、当プログラムでは、

自らの意見を発表する場も多く設けている。それもド

メスティックではなく、インターナショナルな場であ

る。このツアーでの成功体験が、その先の自らを創っ

ていく際の自信に繋がっていることが感じられる。 
 
②日韓学生の振り返り会から 
日韓の振り返り会の中では、アンケートの項目と重

複するものがあるが、韓国側の感想として、「日本の学

生に韓国のことを直接伝えられたのは大きかった」「地

域の再発見がプログラムによって出来た」「散策や食事

の時に多くの他愛ない話が出来たこと、そこから友情

が生まれた」とする意見があった。 
日本側からは「初めての海外研修であったが、人と

の出会いによって偏見がなくなり、更に新しい世界に

飛び出していこうという積極性が出た」との意見や、

「（ただ受け身として学ぶのではなく）、能動的に実践

的な活動をすることこそが必要と感じた」との意見が

あった。 
目的を明確に定めるのではなく、まずは「共食」し、

スモールトークを続ける中で、友情を育むこと、人間

と人間が触れて、そこの中でお互いの将来を語り合え

る場を主催者側が用意することが必要であると感じた。 
 
② ブログ中の文章から 
「留学ブログ」は、明石高専から派遣された海外派

遣参加者が、各ツアー中に各参加者が交代で更新する

ものと定められているものである。「韓国スタディツア

ーブログ」の中にも、学生たちの様々な気づきが多数

存在している。ここでは、3つを紹介したい。 
 
「私は今回の留学の様々なプログラムを通して、新

しい“ジブン”も見つけました。私ってこうなんだ

よね、私はきっとこう、と思っていたことを覆す経

験を沢山できました。私の知らない、私、をたくさ

ん見つけました。こんなにも１つのことに熱くなれ

る自分がいたこと。積極的に挑戦できる自分がいた

こと。学んでいる専門が大好きな自分がいたこと。

何より、新しい自分を見つけよう、と思える自分が

いたこと。全てこの留学に参加したからこそ、参加

しなければ経験できなかったことです。」（2019年） 
 
プログラムに参加したことによって、自らの専門性を

伴った将来の役割に気付いた。事実、この学生はツア

ー参加後、「トビタテ留学 JAPAN」派遣学生に選出さ

れ、防災に関する専門教育を深めるために、インドネ

シアの大学に 3 週間留学しフィールドワークを行った。

結果としては、社会的資本の拡大に寄与する、国内的・

国際的な人脈を築くことにも繋がったのである。 
 
「この研修に参加して最も良かったことは、明石は

もちろん北九州、そして全北大学の学生と仲良くな

れたことです。僕は今回の研修の参加者の中に知り

合いがいませんでした。しかし、今になって思うと
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一人で参加して良かったです。それは、僕はコミュ

ニケーション能力が高い方ではないので、きっと友

達と一緒に参加していたら、友達以外の人と交流し

ようとしていなかったと思うからです。」（2019年） 
 
高専におけるコミュニケーション能力の涵養の必要性

が叫ばれて久しいが、彼は飛び出したことで、図らず

とも、そうせざるを得ない環境に置かれた。そのこと

によって、交流の必要性を感じることが出来た。 
 
「チョンジュの屋台でアイスを買ったとき。英語で

『韓国語は話せません、私は日本人です』と伝える

と、店員さんは驚いたようにうなずき、スマートフ

ォンを他の店員といじり始めた。すると、アイスを

手渡しながら日本語で『ありがとうございます』と

言ってくれたのだ。もしかすると、すべての外国人

にしているのかも知れない。けれど、私はその心遣

いに『日本と韓国は仲良くやっていける』という確

信を抱いた。涙が出た。」（2018年） 
 

かつてないほど、日韓関係の難しさが現在語られてい

る。これまでも、興味がありながら身構えて参加した

学生も一定数いた。この参加者は、韓国で得た、日常

での優しさに涙したと言う。国際と「民際」が併存す

る。多様性をいかに体感し、その後の将来に繋げてい

くのか。その学びの場をも提供していることとなる。 
 
5.3トレース調査 

これまで、本報告者は 7 年以上のこのツアーを実施

して来たが、このツアーを経験した後、続けて海外に

行く学生は非常に多い。 
この体験ののちに、5年までの在学中に、1年間留学

した者 2名（ドイツ・アメリカ）、トビタテ留学 JAPAN
奨学生に選ばれた者 3 名、その他奨学金にての海外派

遣 1 名、短期留学では 20 名以上が海外に飛び出した。

特にアメリカに 1 年間行った学生は、このツアーに 1
年生の時に参加した。そこで海外へ行くことの素晴ら

しさに魅了され、気持ちを抑えきれず、民宿にて私と

留学について夜をかけて話し合ったのである。ここを

起点として、彼は 4 年次にトビタテ留学 JAPAN に選

ばれ、アメリカ・イリノイ州のコミュニティーカレッ

ジに 1 年留学した。帰国した現在、日本の国立大学に

編入して、化学を専攻している。 
この学生の様に、低学年で海外体験の大切さ、素晴

らしさを経験し、次の長期・短期留学に繋がった学生

は多い。ここからも、当ツアーがグローバルマインド

セットとしての機能を持ち併せていると考えられる。 
 
6.考察 

なぜこのスタディツアーが、多くの学生を魅了し、

それをゴールとせず、次につながり、結果的にグロー

バルエンジニアへの布石となっているのか。それは、

以下の 3点があるからだと考えられる。 
（1）低学年だからこその学びの多さ 

15歳程度という「若さ」は大いに関係する。若けれ

ば若いほど、海外に出ることによって多くの刺激があ

るだろう。しかし、普通ならば、その渡航には言語的

な障壁が多分に伴う。例外的にこのプログラムについ

ては、日本語を学ぶ日本文化に興味のある学生と交わ

らせることによって、言語障壁が解消されている。初

海外での成功体験が、次につながっている。 
（2）体験の質の違い 
語学を学ぶ、技術を学ぶ交流も大切である。しかし、

この交流は、まず人間と人間とが密に交わる交流とな

っている。コミュニケーションが苦手な学生も、その

中に放り込ませることによって、必然的に変わらざる

を得ない環境を作り出し、その結果、自信を生み出し

ている。 
（3）高専だからできるマインドセット 
ここで見落としてはならないのは、高専における教

育可能な年数である。5 年間（または 7 年間）の長期

間、同じ学校内でトレースと長期に渡るアドバイスが

可能なのである。このような教育機関は、日本におい

ては類を見ない。この長期間教育可能という利点は、

長期留学を果たし、グローバルエンジニアとして成長

している学生の事例を見れば明らかである。このよう

な「継続性を持ったグローバル教育が可能」だからこ

そ、特に低学年で学生たちの興味の喚起を促すような

スタディツアーの設定が必要なのである。 
前述の Mansour Javidan らによるグローバルマイ

ンドセットの 3 要素の中で、どの要素の涵養に繋がっ

ていたのかを考えると、（1）知的資本に関しては、現

地施設の見学・伝統文化体験、事前学習等によって、

特に③のコスモポリタン的な思考（世界各地の文化、

歴史、地理、政治・経済に対する強い関心）の涵養に

繋げていたと言える。 
（2）の心理的資本に関しては、学生同士の交流を中

心に①多様性への情熱（世界の探索、異文化体験、新

しい方法の導入に対する強い選好）を喚起し、②冒険

心（予測不能で複雑な環境を歓迎し、そのなかで生き
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抜く能力）を用いる機会を創出することによって、ツ

アー後における、諸参加者の③自信（自己信頼性、ユ

ーモアのセンス、新しい状況のなかでリスクを取る勇

気）を生み出している。つまり、3 要素すべての涵養

に繋がっていると考えられる。2013年以降、重きを置

きだした学生間交流が特に奏功したと考えられる。 
（3）社会的資本に関しては、①異文化への共感、②

対人影響力、③外交的手腕の 3要素の涵養に関しては、

アイディアソンの実施や、2016年度のアドバンスコー

スに実施された、マインドマップ作製などアクティブ

ラーニング的手法を用いたプログラムが有効であった

と言える。 
以上、グローバルマインド言説に当スタディツアー

参加者への定量・定性・トレース調査の結果を当ては

めてみると、長年実施し続けてきたスタディツアーで

の諸プログラムが、学生たちのグローバルマインドに

大いに繋がっていることが明らかとなった。 
 
7.結論「低学年でどのような海外体験学習が必要か」 

これまで個別の事例を挙げていったが、この中には、

グローバルに資する汎用可能なメッセージが多く込め

られている。前項の考察から明らかにしたことを踏ま

え、低学年においてグルーバルマインドセットを主眼

に置いたスタディツアーを催行する際には、以下の 3
点が必要ではないだろうか。 
① まずは自信を付けさせる 
語学的バリア・経済的バリアを極力取り除いたツア

ーの提供が必要である。主催者としては、実施するフ

ィールドを見つけるのと同時に、各種財団や旅行社と

の交渉等、教育コーディネーターとしての役割も担う

必要がある。 
②自ら学び続ける意欲を沸かせる 
やはり、人に出会わせることが重要である。興味の

ある同士を、ツアー実行者が結び付けてあげること、

文化圏を越えた人との出会いを若いころに経験させる

ことこそが、スタディツアー催行者の使命である。 
③課題を見つけ出し、協力して働かせる 
アイディアソンは非常に有効に働いた。チームとし

て一心に働く経験、成功体験を早い段階で行わせるこ

と、そのことによって、国境・国籍を越える経験を知

らずと実行し、自らの将来に関しての役割・使命を考

察する機会へと繋げることができる。 
これらの実行には、もちろん地域的な特性や社会環

境に左右される面は大いにあるだろう。しかし、主催

者がただ引率するのではなく、ステークホルダーやカ

ウンターパートとの積極的な交流、更に言うならば人

間的な交歓が教育的な結果に影響する。実行者のお互

いが、信頼関係に結ばれているか否かを学生たちは機

敏に感じ取っている。例えば、2018年にリーダーだっ

た学生は、以下のコメントを残している。 
 
「国境を超えて人は深い絆で繋がることができる… 
荒川先生とジョン・ヒチョル先生のように、ご縁を

大切にし、共に活動できるような、お互いを高め合

える関係が築ければ、いずれその輪は拡がり、国ど

うしの仲も徐々にほぐれてゆくのかもしれません。」 
 
これから先、多くの学校において、グローバルマイン

ドセットが行われる低学年対象のスタディツアーが開

催されることを願ってやまない。 
 
8.残された課題 

 課題としては、北九州時代の参加者のトレースがま

だまだ不完全であったことである。このスタディツア

ー参加者の同窓会組織化は、長期間教育が可能な高専

の強みとなるはずである。定量調査も継続して実施す

ることによって、回答数を増やし、より正確なデータ

収集とその分析に努める必要がある。 
マインドセット言説に関しては、より最新の言説研

究の必要性がある。考察が始まったばかりの分野でも

あり、次回以降、積極的に調査を行いたい。現在、当

プログラムは単位化されていないが、将来的に単位化

される際には、評価に繋がるルーブリックづくりが必

須となるであろう。今回の論考では、マインドセット

に関する諸要素の提示のみを行った。各学生のグロー

バルマインドセットに関して、プログラム中での到達

目標、事後のレベル設定などに関しては次回以降の論

考にて、諸言説を提示した上で改めて考察したい。 
 
9.謝辞 

このツアーの創設にあたって、まず北九州高専名誉

教授、赤毛勇氏が全北大学校と提携を結ばれたことが、

大きい。それをより現代的な交流へと推進された塚本

寛前校長、大谷浩先生、安部力先生等のご尽力によっ

て現在へと繋がっている。韓国側では、全北大学校の

諸先生方、国際交流部、そして、大きな契機を作った

鄭煕轍氏、安炫俊氏には、本当にお世話になっている。  
現在、北九州高専側でツアー企画をされている大熊

智之先生や小清水孝夫先生をはじめとした皆さまには、

調査協力もいただいた。転任した明石高専においても、
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ツアー催行にご理解いただいている。全ての方々に対

し、この場をお借りして、厚く御礼申し上げたい。 
もちろん、全北大学校、北九州・明石の両高専の参

加学生たちがいたからこそ、現在までツアーが継続し、

発展できたわけである。感謝と共に、彼らのグローバ

ルエンジニアとしての更なる成長を切に願っている。 
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